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札

．市街地特

以下に示す

都心＞ 

・国際競争力

・居住の受け

・既存ストッ

(安全安心、

＜複合型高度

・都心回帰の

・利便性の

づくりの

・既存の公

＜拠点＞ 

・郊外や隣接

あり方 

・拠点におけ

あり方 

・既存エネル

＜一般住宅地

・地域の価

したまち

・地域マネ

・豊かな自

・交流機能

札幌市都市

特性に応じ

地域ごとに

力を高める魅

け皿としての

ックの更新時

、エネルギー

度利用市街地

の傾向を踏ま

高い、人が集

あり方（景観

共施設・イン

接都市との連

ける多様な都

ルギーネット

地・郊外住

価値を高める

ちづくり活動

ネジメントの

自然環境など

能、生活利便

市計画マス

た見直しの

に議論を展開

魅力と活力あ

の都心づくり

時期を捉えた

ー転換、低炭

地＞ 

まえた多様な

集まる地域と

観基本計画と

ンフラの維持

連携を踏まえ

都市機能の集

トワークの活

宅地＞ 

る住民、民間

動 

のあり方 

ど地域資源活

便機能と地域

スタープラ

の検討の方

開し、都市全

ある都心のあ

のあり方 

た新たな機能

炭素都市づく

な機能立地の

としての景観

との整合） 

持・更新のあ

えた拠点の 

集積・誘導の

活用のあり方

間事業者と連

活用のあり方

域交通のあり

ラン等見

方向性 

全体の方向性

り方 

導入のあり方

くりなど) 

のあり方 

観まち 

あり方 

の

方 

連携

方 

り方 

直し検討

性の視点と合

方 ＜市

 ・

 ・

討部会の進

合わせて検討

市街化調整区

・みどりや農

スペース活

・再生可能エ

用ニーズへ

進捗状況に

討を進めて

区域＞ 

農地の環境保

活用のあり方

エネルギー導

への対応のあ

について 

いく。 

保全、公園、

方 

導入など新た

あり方 

都心 

高次機能

地域交流拠

オープン

な土地利

交流拠点 

拠点 
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〇公共

○冬季

○拠点

○高速

○人口

てい

主な部

○都心

○JR

〇ステ

○まち

○郊外

○車い

○環状

○丘珠

主な部

〇モエ

て検

○郊外

○郊外

境を

○攻め

○交通

が、

○太陽

検討部会に

第 1 回（H

現行都市計画

おける基本的

方向性を議論

第 3 回（

都心・拠点

第 4 回（

郊外住宅地

部会意見 

年後の都市

幌の立地や気

共・民間の投

季の暖房エネ

点の特徴や地

速道路におけ

口減少・高齢

いく必要があ

部会意見 

心まちづくり

駅なども含

テージごとに

ちづくりと路

外でゼロカー

いすの観光客

状通を強化し

珠空港は札幌

部会意見 

エレ沼公園な

検討する必要

外において人

外を考える際

を活かすなど

めの郊外を考

通計画につい

事業者に有

陽光発電以外

おける議論

H26.6.30）

画マスター

的な考え方

論 

Ｈ26.10.6

・複合型高

Ｈ26.11.4

・一般住宅

市型産業を想

気候条件、環

投資が重なる

ネルギーの縮

地域制を踏ま

ける都心アク

齢社会を見据

ある 

り計画の方向

含め、総合的

に、17 の地

路面電車をど

ーボンを目指

客や車いすの

して、その内

幌市の戦略と

など、これま

要があり、土

人口減少・高

際、人口減少

ど、攻めの計

考える際、取

いて考える際

有益と考えら

外に、クリー

論の概要 

・第 2回

ープランの位

方、札幌市を

） 

高度利用市街

） 

宅地・市街化

想定した都市

環境やライフ

る地区や区役

縮減、冬季に

まえ、拠点間

クセスの強化

据え、モビ

向性を誘導す

的にどのよう

地域交流拠点

どのように関

指すなど、環

の人も働きや

内と外で区別

として大事な

まで投資して

土地利用・住

高齢化が進ん

少・高齢化へ

計画があって

取捨選択が必

際、住民のニ

られる 

ーンエネルギ

2014.11.20

（H26.7.30

位置付け・

を取り巻く

街地の位置

化調整区域

市づくりを検

フスタイル、

役所等が立地

に安心して移

間の役割分担

化は重要 

リティが生

する経済的な

うに便利な地

点のメニュー

関連してメニ

環境に優しく

やすい場所な

別した形で整

な部分ではな

てきたみど

住宅・みど

んだ場合でも

への対応な

てもいいので

必要になるは

ニーズのほ

ギーを用いた

0 札幌市市
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概要・取り

く現況・動向

置付け・課

域の位置付

検討するべき

、低炭素都

地する場所

移動できる

担が重要  

活と経済を

な援助など

地域を多くつ

ーを具体的に

ニューを作

く、それを

などを都市

整理を進め

ないか 

どりの価値を

りとの連携

も、そこに

など守りの計

ではないか

はずなので

ほかに、公共

た計画など

市民まちづく

り組み状況

向・課題等

題・方向性

け・課題・

き 

市づくりに

を成長させ

空間なども

 

を支えるには

を具合的に

つくるか 

に議論すべき

るのかなど

望む人達が

の再整備に

ていくこと

を、周辺の住

が重要 

住みたい人

計画とするの

、どこを重

共交通が必要

、地域別の

り局都市計

況や、まちづ

等について情

性等につい

・方向性等

に対応した施

せる必要があ

も考慮すべき

は、公共と民

に考えていく

き 

の戦略が必

が集まるなど

にどう適用す

は、重要な

住宅地再編や

人に住んでも

のではなく、

重点的に取り

要という行政

の特性に合わ

画部・都市局

づくり戦略

情報提供し

て議論 

について議

施策が重要

ある 

き 

民間が一体と

べき 

必要 

ど戦略的に考

するかが重要

な発想と考え

やライフスタ

もらう工夫が

これまで投

り組むかを明

政のニーズを

わせて考える

局市街地整備

略ビジョンに

し、見直しの

議論 

となって実現

考えるべき

要 

える 

タイルとか

が必要では

投資してきた

明確にするべ

を打ち出す

るとよい 

備部 

に

の

現し

らめ

た環

べき 

こと


